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統合型校務支援システムについて 
 

１ 事 業 名   小・中学校教育の情報化推進事業（統合型校務支援システム整備） 

 

２ 所 属 部 ・ 課   学校教育部・教育研修センター 

 

３ 事 業 の 目 的   小・中・義務教育学校に統合型校務支援システムを導入し、デジタル化により

校務の処理効率を高め、教職員の事務負担の軽減と児童生徒に向き合う時間の一

層の充実を図る。 

 

４ 事 業 概 要   小・中・義務教育学校に、県教育委員会が推奨する統合型校務支援システム「デ

ジタル校務」（内田洋行株式会社）を導入し、教職員の業務効率化等を図る。 

 

５ スケジュール   令和２年７月から令和８年３月まで 

Ｒ２               Ｒ３．４                   Ｒ８．３ 

 

 

６ 予 算 額   債務負担行為（令和 2年度～令和 7 年度） 

           一般財源（５年総額）：210,280 千円 

 

７ 進 捗 状 況   〇令和２年１２月２５日  入札 

〇令和３年１月      システム準備 

〇令和３年２～３月    説明会・研修会 

              ・管 理 職 対 象  ２月２４・２５日 

              ・教務主任対象  ３月３・４日 

              ・養護教諭対象  ３月９・１０日 

○令和３年３月１日～   各学校における研修（研修動画を活用） 

〇令和３年４月１日    運用開始 

○令和３年５月１１日～  操作研修会 

              ・通知票作成   ５月１１日 

              ・養護教諭対象  ６月３０日 

              ・指導要録作成 １０月 ４日 

 〇令和３年５月～     小学校の各教室のネッワーク整備 

           ○令和３年６月７日～   通知票作成研修 

                        ・希望者（３日間）６月７・１６・２１日 

           〇令和３年６月１４日   システムバージョンアップ① 

                        ・健康観察一覧表や保健日誌等 

〇令和３年９月～     養護教諭部会によるアンケート 

〇令和３年９月２６日   システムバージョンアップ② 

             ・学校日誌や保健日誌、通知票等 

令和５年３月定例会 

常任委員会資料 

（学校教育部） 

導入・検討会構築・操作研修会 運用（操作研修会、アンケート、改善） 
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           〇令和３年１１月～    第１回デジタル校務に関するアンケート 

 

           〇令和３年１１月２４日  システムバージョンアップ➂ 

                        ・調査書や保健日誌等 

           〇令和３年１２月～    アンケート等による要望に関する改善 

           〇令和４年 ２月１９日   システムバージョンアップ④ 

                        ・指導要録や通知票等 

○令和４年 ３月 ４日  第２回デジタル校務に関するアンケート 

○令和４年 ３月 ７日～ 年次更新作業オンラインサポート 

             ・希望者（６日間）※3/7・8・16・17・24・25 

○令和４年 ３月１８日  運用ルール（第２版）通知（予定） 

〇令和４年 ４月 １日  GIGA スクール運営支援センター設置 

〇令和４年 ５月１１日  操作研修会 
・市外からの転入管理職、新任教務主任、希望者対象 

〇令和４年 ７月～    公簿委員会（教頭会）によるアンケート 

〇令和４年 ８月～    中教研養護教諭部会によるアンケート 

〇令和４年 ８月１０日  システムバージョンアップ⑤ 

             ・ホーム画面や通知票、指導要録等 

〇令和４年 ９月 ８日  事務職員代表者による研修 

〇令和４年 ９月～    第３回デジタル校務に関するアンケート 

〇令和４年１０月３１日  外字利用に向けた調査 

〇令和４年１１月 ９日  校長会議でアンケートや今後の日程等周知 

〇令和４年１１月１０日  保健関係の校務支援システム改善点に関する打合せ 
             ・学校管理課、学校保健会養護教諭部会校務支援担当 

〇令和４年１１月２８日  公簿委員会 

             ・学校日誌、運用ルール等の検討 

〇令和５年 ２月 ８日  第４回デジタル校務に関するアンケート 

〇令和５年 ２月１１日  システムバージョンアップ⑥ 

             ・新規外字の追加、受診勧告書に関する修正 

〇令和５年 ３月１０日～ 年次更新作業オンラインサポート 

             ・希望者（３日間）※3/10・16・24 

 

８ 改善に向けた取り組み 

   ① システム開発業者との定例会の実施 

     月１回１時間程度のシステム開発業者との定例会を実施し、システムの各学校からの要望を

協議・検討・改善を図る。また、ヘルプデスクで対応した案件の報告を受ける。 

   ② 公簿委員会による取り組み 

     公簿（学校日誌）の様式や運用ルールについて、教頭会へのアンケートを依頼、集約し、シ 

ステム開発業者との定例会で学校日誌等の様式の改善を図る。 

   ➂ アンケートによる取り組み 

     教職員へのアンケートや養護教諭部会からのアンケートを集約し、定例会で各種機能のシス

テムの改善を図る。 

   ④ DX 推進検討会 

     学校教育部の各課の DX 担当者が集まり、月２回の検討会を実施することを通して、運用ル

ール等の見直しを検討する。 
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   ⑤ 年度末年度始めの設定研修会 

     年度末年度始めに関わる人事異動での教職員の設定やクラス編制等の研修会を通して、スム

ーズに管理・運営できるようサポートする。 

 

９ サポート体制について 

   ① ICT 支援員によるシステムのサポート 

   ② システム開発業者のヘルプデスクからのサポート 

     令和３年度は９４３件、令和４年度２月現在は４３６件の対応 

   ➂ GIGA スクール運営支援センターからのサポート（デジタル校務に関しての案件のみ） 

     ・令和３年度は、総数 5,674 件に対して 180 件の対応（3.2％） 

・令和４年度２月末現在は、総数 9,112 件に対して 141 件の対応（1.5％） 

 ※令和４年度より GIGA スクール運営支援センターの拡充 

 

１０ 次年度（令和 5 年度）の予定  

   ① 令和５年 ４月 １日 学校日誌のレイアウト修正 

② 令和５年 ４月 ３日 ICT 支援員を全校に配置予定 

   ➂ 令和５年 ５月１１日 デジタル校務研修会（新任転入管理職・新任教務主任対象） 

    ※ 毎月のシステム開発業者との定例会を実施する。 

 



参考資料 

令和３年度より運用開始となった統合型校務支援システムに係るアンケート調査（４回分）結果（概要） 
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児童生徒と向き合う時間が増えた

退勤時刻が早くなった

教材研究や他の校務に係る時間が増えた

昨年度より運用開始となった統合型校務支援システムの運用により、業務時間の短縮が見られたと回答した方にお聞きします。

業務時間の短縮によってどのような効果が見られましたか。

【その他】

・余裕をもって仕事ができるようになった。

・慣れると効率化が図れるが、一定の時間が必要になる。

・学級事務の軽減につながった。成績処理が楽になった。

・児童の情報や出欠状況を調べる際にかかる時間の短縮につながった

・書くよりも早く、修正しやすいため、事務処理の時間が短縮できた。等

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【統合型校務支援システムの運用における成果】 
〇 成績機能の通知票や指導要録作成や出欠機能の月末の出席簿作成等が、システム運用前よりも校務の効率化が図られている。 

〇 システムの機能を効果的に各学校で活用している。（気づきや掲示板の機能・学校日誌と週報、月報の連携） 

〇 システムの全体の評価として、過半数の教職員が良いと回答している。 

〇 「はぐくむ」や「気づき」の機能を活用し、児童生徒の一人一人の情報の共有がしやすく、学習指導や生徒指導に生かすことができている。 

〇 システムの定期的な改善により、以前よりも使いやすくなってきている。 

〇 様々な不具合などにも、サポート体制が確立しているため、すぐに対応できる。 

〇 教材研究や他の校務に係る時間、児童生徒と向き合う時間が増えたと回答した教職員の割合は高く、効果が見られる。 

 

【統合型校務支援システムの運用における課題】 
● 統合型校務支援システムの各種機能について、慣れるのに時間がかかる。 

● 統合型校務支援システムで作成する帳票について、県全体で統一が図れると、なお使いやすくなる。 

● 各学校では、職員全員がシステムの操作方法を習得する校内研修を実施する必要がある。特に初めてシステムを操作する教職員への研修の充実に努める。 

５ 



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

Ｒ３年度 45.3 36.3 42.6 28.9 11.4 36.7 39.1 35.9 31.3 25.9 33.2 33.3

Ｒ４年度 42.0 38.5 41.8 27.8 10.4 35.3 36.1 35.0 29.6 27.8 33.4 32.5

差 -3.3 2.2 -0.8 -1.1 -1.0 -1.4 -3.0 -0.9 -1.7 1.9 0.2 -0.8

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

Ｒ３年度 48.1 41.6 45.5 33.3 12.7 34.3 41.9 40.0 35.4 28.6 34.0 35.9

Ｒ４年度 41.1 38.6 45.5 33.2 13.2 37.5 39.6 36.7 33.6 30.7 36.8 35.1

差 -7.0 -3.0 0.0 -0.1 0.5 3.2 -2.3 -3.3 -1.8 2.1 2.8 -0.8

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

Ｒ３年度 50.2 46.6 47.1 29.1 13.1 37.9 47.8 38.8 35.1 26.9 32.1 36.8

Ｒ４年度 41.9 39.9 46.3 32.2 11.6 39.0 43.8 37.3 29.9 28.1 36.5 35.1

差 -8.3 -6.7 -0.8 3.1 -1.5 1.1 -4.0 -1.5 -5.2 1.2 4.4 -1.7

※　令和３年度及び令和４年度は、義務教育学校に在籍する教職員（統合型校務支援システムによる集計）

令和４年度　郡山市立学校教職員の長時間勤務状況（校種別）

小学校

中学校

義務教育学校

※　令和３年度及び令和４年度は、小学校に在籍する教職員（統合型校務支援システムによる集計）

※　令和３年度及び令和４年度は、中学校に在籍する教職員（統合型校務支援システムによる集計）

参考資料

令和５年３月定例会

常任委員会資料

（学校教育部）



令和４年度　郡山市立学校教職員の長時間勤務状況（１月当たりの平均時間） 全校種

全校 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年平均 4～2月平均

R３年度 46 38 44 30 12 36 40 37 33 27 33 37 35 34.2

R４年度 42 39 43 30 11 36 38 36 31 29 35 33.6

単位： 時間
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単位：時間

≪考察≫

・令和４年度の４月と６月、８月は、令和３年度に比べて長時間勤務時間が減少しました。統

合型校務支援システムの操作に慣れ、部活動等のあり方に関する指針の徹底が図られたためと

思われます。

・４月は、統合型校務支援システムの理解と操作に慣れたものの、他地区からの転入教職員の

校務に順応するための時間や新型コロナウイルス第６波への対応などがあり、月平均４２時間

となったものと考えております。

・６月は、中学校総合体育大会の上位大会に向けた部活動や通知票の作成等に時間を要したこ

とが月平均４３時間になったものと考えております。

・第1回郡山市立学校教職員安全衛生推進会議を６月９日に実施した際に、長時間勤務の削減

を含めた働き方改革について議論し、学校教職員安全衛生推進だよりにまとめて各学校に周知

していたしました。

・１０月と１１月は、令和３年度と比較して長時間勤務時間が減少しました。働き方改革に対

する教職員の意識が高まり、統合型校務支援システムを活用した勤務時間のセルフチェック

や、ノー残業デー等の取組が定着してきた結果と思われます。

・１１月１５日に第２回郡山市立学校教職員安全衛生推進会議を開催しました。校内衛生委員

会の開催状況や長時間勤務の縮減に向けた各校の取組について協議を深め、学校教職員安全衛

生推進だよりにまとめ、各学校に周知いたしました。

・１２月は令和３年度と比較して長時間勤務が減少しましたが、１月と２月は４０時間を下

回っているものの、昨年度を上回る結果となりました。昨年度は制限がかかっていた部活動や

卒業関連の学校行事等が、新型コロナウイルス感染症が落ちつきを見せたことで通常通り実施

可能となったためと思われます。

・１月２４日に第３回郡山市学校教職員安全衛生推進会議を開催しました。長時間勤務縮減の

具体策や校内衛生委員会の活性化、教職員の負傷事故防止等について協議が深められました。

協議された内容を学校教職員安全衛生推進だよりにまとめて各校に周知したところです。

令和５年３月定例会

常任委員会資料

（学校教育部）
参考資料


